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真珠技術研究会会報の発刊に当って

昭和32年2月、皆さんの熱心な御支援によっ

て発足致しました哀珠研究会伊勢部会は、全国

真珠養殖漁業協同組合連合会の設立に伴い昭和

36年度末をもって発展的に解散し、その事業に

つきましては全民連がこれを継承する事にな

り、去る 5月18日第1田技術研究会を開催し、

今回技術研究会会報第1号を発刊する事に致し

ました。

:n珠事業に限らずいずれの産業にとりましてもその発展の基礎は技術の革新

向上にあると信じます。殊に曲り角に来ている冥珠事業にとっては今日程技術

の向上が要諦されている時はないと存じます。

従来真珠業界にはや Lもするとお互に何かについて秘密にする傾向が強くこ

の事が如何に袋殖技術の発達を阻害したかは既に皆さんが御承知のとおりであ

ります。事業の性格柄とは云え誠に残念な事でした。真珠養殖にとって秘密主

義の時代はとっくに過ぎました。皆さんの永年に亘るi/j.い研究の結果は元より

研究機関の試験結果につきましてもこの技術研究会を中心にしてお互に発表

し、検討し合って技術革新向上の場として大いに活用して頂きたいと存じま

す。

皆さんの技術研究会並びに会報に寄せられる期待の大きい司王を自党し、今後

は全国的な見地で更に拡充強化して行きたい考えであります。どうかなお一層

の御支援を賜りますようお願い申上げ発刊の御挨拶と致します。

全国真珠養殖漁業協同組合連合会

会長 御 木本美隆
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ヨークレシチンの使用と真珠の品質

町井 昭・高山活夫※

(国立真珠研究所)

浜掲げされる冥珠の品質は多くの条件に左右されるが、品質のよいものをつ

くるための一つの方法として、養殖過程で薬品を使う試みも一部の人に賞用さ

れてきた。しかしこの方法では、だれでも常に一定の良結果を得ることはむず

かしいようで、現状では一部の人を除いては、薬品処理にあまり大きな期待を

かけるのは無理のようである。今回試験したヨークレνチシは卵黄泊中にある
リシを含んだ複合脂質の一種であるレνチジを有効成分としたもので、食品、

化粧品及び薬品として広く使われている。体内でのレνチシの作用は詳細は不
明の点もあるが、動物では肝臓や神経に多く、卵黄中には特に多い。このよう

に代謝のさかんな部分に多く含まれているレνチンを真珠貝に使用した場合、

冥珠質の分泌、作用をさかんにさせることが出来るであろう。筆者らはこれを使

って養殖試験を行ない以下のような結果を得た。試験は1961:tJ三8月に小だまに

ついて実施したものであるが、レνチシ処理を行なったものは、巻き、色共に

良好であったといえる。ピース処理群では、 νミ、 νラの多い傾向がうかがわ

れたが、この場合、浜揚げされる真珠は厚巻きである上に色はホワイト系のも

のが増し、良質のものが多かったので、i/ミ、キズによる損失をおぎない得た

ものと思われる。このような成績が常に得られるとは限らないが、使い方によ

っては将米性のある薬品と考えられるので、ここに記して参考aに供したい。

材料と試験方法

試験群はレνチンを注射したもの及びレνチシ処理を施したピースを用いて
作業を行なったもの並びに対照群に大別した。

試験群の内訳 貝数

1. 1 回世射 80 

2. 2 田グ 80 

3. 3 回// 80 

ピース

※ 現忽愛媛真珠株式会社
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5. ピース処理及び注射1回 40 

6.対照 加

7. 真珠袋形成観察 30 

母 貝 :英虞湾産3年生アコヤガイ 120掛

核 :直径5.14711m員殻核とパラフイシ核

作業方法 ;同時づけ、フク ロ1個人

時 期 :作業日 1961年8月4日

浜揚げ同 12月23日

場 所 :三重県英虞湾多徳島、冥珠研究所臨海実験所前、2-5m層

作業員 :1名

か ζ :平かご、 4ο個入
備考 8月4日から9月15日まで5m層、9月15日から19日まで台風のため

海底に避難、9月19日から12月23日まで2m層に垂下した。貝そうじは9

月25自に行ない、この際かごを交換した。

注射液の作 り方と使用法 :ヨークレνチシ※0.5.9をとり、 海水約5ccを加
え、 よく振り まぜ、さらに海水を加え全誌を10ccとし、またよ く振りま

ぜた。 この液を常法により作業した貝の閉殻筋に毎回1個体当りO.1ccず

つ注射した。 すなわち1回の注射によって受けるレνチンの監は1個体
当り 5勾である。注射した時期は第1回は作業後22日の8月2沼目、第2

回は9月25日、第3回は

10月25日である。

ピース処理液の作り方と使用

法 :ヨークレνチン l

gをとり 、約5ccの海水

を加えてよく振りまぜ、

さらに海水を加えて全量

をlOccとし、再びよく振

りまぜた。この液を通'常

の方法により作ったマナ

イタ(細胞台)上のピー

スの上に流し、室温に約

30-40分開放置した。ピ

ースは乾かないようにこ

第 l図稜柱胞の分泌されていた其珠袋の断
函1961年8月4日作業、同26日10%ポ Jレマ
リyで固定、 トリクロ Jレ酢~5%水溶液
で脱灰、ノ、イデンノ、イン ・鉄ヘマトキシ

リYーライトグりン染色。 x9

務 日本ν γチン化学工毅株式会社製、商品名〆ーノレチン
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の問2回レνチン液を追加した。この液約10ccを80個体分の作業(すな

わち80片のピース)に使用した※。ピース処理群は上のような処理を施

したピースを用いて通常の方没、によりたま入れ作業を行った。またνν

チン処理をしたピースを用いて作業した後、さらに 1回注射を行った群

も作った。真珠袋形成及び初期分泌を観察するための材料は、レジチ γ

処理を施したピース及びパラフイン核を用いて作業したもので、作業後

5日と22日に手術部位をとり出し、 10%ホノレマリシ緩衝液 (PH7.0)で

悶定した。 22日後のものは固定後、 トリクロJレ酢酸5%水溶液で脱灰し

た。材料はいずれもパラフイン切片作製後、ハイデンハイシ・鉄へマト

キνリンーライトグリン染色及びハイデンハイン・アザン染色を施し観

察した。実験方法を一括して示すと第1表の通りとなる。

浜揚げされた真珠の測定結果の統計処理は、当所西飯保氏の御支援によっ

た。ここに感謝の意を表する。
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+は処置の行なわれたことを示す。

結 果

浜揚げされた莫珠の誼筏及び色の出現分布は第2表に示す通りであった。

楽 この液量では薬液はずい分余った。実際に使うときは泌-，Vaの液量でよいと思う。
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第 2表 浜揚げだまの直径と色の出現分布

真珠袋形成及び初期分泌物の観察

観察した真珠袋の状態は後第3表の通りであった。

第3表 作業後の日数と真珠袋の状態

数字は観察された真珠袋の数

作業後5日 :第2期のものが5個体、第3期のものが3個体みられた。第2

期のもののうち3個体はすでにピース上皮細胞は核面をほとんどおおってお

り、第3期に近い状態であった。いずれの真珠袋においてもピース自体の伸

長が著しく、その断面の長さはレVチシ処理をしないものの約1.5fぎに達し

た。ピースの上皮細胞は著しく形態、がかわっており、アメーパ状となり、基

底部から離れているものが多い。形成されつつある真珠袋ないしは形成直後

来 真珠袋の状態は次の1-4期にわけられる。
第1期. ピ{ス及び手術部位は著しい変化がみられない。
第2期.ピ戸スの断面の概形はみかづき状となり真珠袋は形成されつつある。
第3期.ピ戸スの上皮細胞は核面をおおい真珠袋が形成される。
第4期.初期分泌物の沈驚がみられる。

-5-



のものでは、ピースから離れた部位ほどへん平に近い細胞がみられたが、ち

ょうどピースの反対側では、不規則な形態のものがみられた。翼珠袋と核面

の問にみられる遊走細胞の数は通常の場合にくらべ特に多いとはいえない。

ピース自体及びそれからひろがった翼珠袋上皮細胞は非常に染色性を増して

いた。

作業後22日 :すべての真珠袋はすでに第4期に入っていた。すなわち、いず

れの莫珠袋においても、殻皮及び稜柱層の沈着がみられた。初期に分泌され

る殻皮の量は通常の場合より少し多い(第4表)。

第4表 初期分泌物の種類と量

この時期，には、はっきりした莫珠層の沈若は認められなかった。冥珠袋上皮

細胞は厚みのある円柱状からへん平なものに至るまで種々の形態のものがみ

られたが、 50μ 以上に達する著しく厚みのある円柱上皮は認められなかっ

た。有機質を分泌している真味袋上皮も割合に厚みのないものが多い。核面

全体が円柱上皮によりおおわれているものは見られなかったが、核溜のほぼ

半分が円柱上皮により固まれているものが1個体あった。稜柱層の沈差して

いる部分の莫珠袋上皮においても、粘液細胞の特に多いものは認められなか

った。稜柱層を分泌する真珠袋としては厚みのないものに属し、形態はむし

ろ真珠層のそれに近かった。核面に沈着している稜柱!曹は80μ に達するもの

もあり、その沈着量をj享さで測定した結果は第4表の通りで、通常の場合の

約1.5倍であった。

まとめと考察

ヨークレνチシの真珠の品質に及ぼす影響をしらべるために、注射及びピー

ス処理を施して養殖試験を行った。また真珠袋の形成及び初期分泌について組

織学的観察を行った。今回の試験によると、注射の場合とピース処理による場

合では、レνチンの効果の現われ方にやや違いが認められた。結果の概要は次

の通りとなった。

1) 注射群は 3回を除き(すなわち、注射1、2回群では)対照群より厚巻きで
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あった。対照及び注射し 2回群ではイエロ一系の出現率が高かった。しかし

これら 3群の聞ではイエローの出現率に差は認められなかった。

2) ピース処理を行ったところ、ホワイト、ピンク系が他の群より多くなりイ

エロ一系が少なくなった。また巻きは対照群及び3回注射のものより厚くな

った。

3) ピースにレジチシ処理を施しでも真珠袋形成は普通の場合よりあまり速く

ならなかった。 1~5)

4) 初期分泌物として稜柱層が厚く分泌された。また、殻皮!替のう言泊、もやや多

いようであった。

5) 光沢は注射3回のものを除き、レVチシ処理訴のブjが対照群よりよかっ

た。

すなわち1)ではレジチシ注射により貝体の活動力全般がさかんになった結

果、分泌量が増したものと考えられ、 2)はレジチンがピース自体及びそれか

ら形成される真珠袋に直接作用した結果によると推定する。注射3田詳は対照

よりもイエロ一系が少なかったが、巻きは差が認められなかった。また3回注

射群では死亡数が他のいずれの群よりも多かったことは、注射の量や回数につ

いて考慮を払わなければならないことを示している。

組織標本の観察によると、ピース処理群では初期における有機質の沈着は全

個体に認められ、稜柱層は通常の場合に比べて多く分泌され、かっその沈潜状

態は核屈に大体一様に沈着していた(第1図)。この初期において比較的多量の

稜柱層の分泌があり6)、その後順調に真珠袋の機能が変わり、やがて真珠層の

分泌されるに至るということが、ピース処理群のたまの特徴ーピンク、ホワイ

系が多く、その上厚巻きであるーをもたらす原因の一つになったのであろうと

考える。実験群のうちで注射1、2回群はイエロ一系が多かったが、その出現率

は普通に作業を行った対照群と変りがない。すなわち注射によって黄色いたま

が多くでることはなかった。しかし、 1)注射3回群は試験群中で最も死亡数

が多かった。 2) ピース処理鮮ではブソレ一系が多かった。すなわちV ミの多

いというあまり好ましくない面もうかがわわした。このことは、注射量や回数、

ピース処理法等使用法についてなお改善の余地のあることを示すものであろ

う。体内に入ったヨークレνチシの成分中の何がどのように生体に働きかけ、
真珠質の分泌をさかんにするか等については、現在のところ詳しいことはよく

わかっていない。
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真珠レントゲンでも発生する

恐ろしい放射線障害について

高 橋

(三重労働基準局)

明

1. 放射線の危険性

放射線は物質を透過する性質が非常に強く、しかも我々の五感のいずれによ

っても感知する事ができないものであるが、放射線が人体の組織の中に入る

と、その電離作用の為に機能的又は形態的ないろいろの悪影響を受ける。一時

に大量の放射線を被爆すれば勿論、少量でも被爆を長時間繰り返していると、

造血臓器の障害や、ガシの発生等生命にかかわる障害が発生する。又、放射線

による障害l士、放射線を受けた人のみでなく、その子孫にまで悪影響を及ぼす

i宣伝的障害も発生するものである。

放射線障害の主なものをまとめると次表のとおりで、放射線による障害には

測り知れざるものがあり、人体が欣射線を受ける事を極力避けなければならな

い事は、言うまでもない事である。

放射線

イ (特に皮膚障害)

ロ 全身的障害(特に血液、造血臓器の障害)

ハガ ジ

一
ホその他(不舵症、寿命の短縮等)

2. 瞳離放射線障害防止規制について

放射線による障害は、古くから主として医療におけるX線、ラジワム等によ

るものが矢口られているが、最近では、 X線の工業利用や原子力の開発等に伴

い、その危険が増大し、又、独特の放射線による障害が発生している現状によ

り、広く労働の喝における汝射線障者を防止する為、 「電離政刻線障害防止規

則」が制定され、昭和34年7月1日から施行されている。

放射線による障害防止の基本的な三考え方は、
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イ 1週300ミリレムをもって最大許容線量とする。

ロ 1週に30ミリレムを超えて放射線を受ける労働者については、個別的な

健康管理を実施する。

という事である。

次に事業場において、放射線を取り扱う場合に、この最大許容線量を超えて

放射線を受けさせない為の最も重要な措置は、次の 2点である。

1. 警戒区域(労働者がそこで作業をしていたら最大許容線量を超えて放射

線を受ける恐れがある区域)を設定する事。

作業の性質上、Jlむを得ず響戒区域内で作業をさせる場合には、 1週間

に受ける放射線量が 300ミリレム (手足等については、 1500ミリレム)を

超えないように、保護具の使用や、遠隔操作や、作業量の勘案等の措置を

講じなければならない。

2. 管理区域 (1週間に30ミリレムを超えて放射線を受ける恐れのある区域)

を定めて、労働者に解りやすいように明示する事。

この管理区域内で作業をする労働者については、フィルムバッジ等によっ

O.4m 

U.D5m 

O.4m 

2.1m 

会 2m'!h のぞきロ

島湾式 65Kr.3mA 
務戒区域ー司冊ー田園田町の内 ~\IJ

管理区域 ω ーー句 一一一ーの内側
測定値のうち( ) 11 ;']ハーをはづした時の欽他である

z 作業者1台につき約 5;む
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て被爆線量を明らかにすると共に、障害を受けているか否かの健康診断

を、 3ヶ月に1回以上実施しなければならない。

3. 真珠用レントゲンの測定結果

去る37年1月下匂に、三重県水産試験場に設置されている、島津真珠用透視

レシトグシ(ベノレトゴンベア式)について測定を実施したが、その結果は別図

のとおりで、警戒区域、管盟区域を次のように設定する必要があり、正しい使

い方をLないと放射線による障害発生の恐れがある事が判明した。

イ 警戒区域は、機械の作業台上

ロ 管理区域は、機械の中心より左右については、 2.1m、前後については、

O. 4m~O. 95mの線で囲まれる範囲

特に、莫珠貝投入口では、毎時9.5ミリレシトグシで、最も危険性が認めら

れるので、投入口に予を入れるような作業方法の場合には、必ず保護手袋を使

用する必要がある。又、機械のカバーを脱した場合には、放射線量が増大する

ので、 X線を照射する際には、必ずカバーをつけて、定格内で正しい操作をし

なければならない。

J、町、1..0伝書惇":.."1司、/ ~， -l:醤都~.~.~ト L、
ノ習'.~.・ ~'-ー\

一

句

14F



アコヤ貝の箆死と水温

辻 健

(堀口養殖真珠株式会社)

環境要因の一つである水温。特に夏期高水温時には養生中の作業介の養生垂

下膚が何mになれば軽死が出始めるか。昭和32年度よりの資料を中心に考察し

てみました(養生垂下隠は5m)。観測に協力された堀口養殖真珠KKの諸氏に

深謝致します。

当養殖場(三重県度会郡南島町村!前浦)の養生筏の水深は約1O~15mで、母

介の仕立は卵抜寵で卵抜をして、介立は別に行わず、関口器で口をあけ、木栓

をして、それに施術員が入核をします。入核後は、直ちに竹製の養生寵 C36cm

X36cmX 7 cmJに縦10列、横に10列の計 100個を足糸がつきやすく並べて、金
網寵に入れ、養生垂下層を 5m として、 10 日 ~15 日間で沖出を行う。

母介は主に 3年介の 100掛前後のものを使用、時には4年介を使用する事も

ありまず。サイズは6脚~7酬の 2 個人で、観測は毎日正午に行い、探死率は全

施手m員の平均値を出した。
(第 1図〕
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(イ) 32年度 奨死は8月10日より多くなり、 8月26臼迄続き、最高が8月11

日から21日迄で特に多く、 27日より少なくなっている。

8月11日から21日迄の 5m層の水温の平均は 26.30C、最高水温は 27
0

Cで、

最低水温は25.10Cとなり、夢芸苑2干さは 8月11日から21臼迄の平均は25.0%、最高

は31.4%で最低は14.1%となっている。

第1回目の250Cの出現により、鰐死三容も上昇し始め、 25
0

Cの連続出現ともな

れば 10%以上の搾死が見られる。 250C以との高水温が続けば緊死率も高くな

り、 25
0C以下になると同時軒Eも少なくなっている。

。CI% 
30 

20 

(第 2図)

山刈
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28 
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fJ¥明F¥J、いへい戸

30 
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31 31 

昭和33年度 5"乙種

ー一一一一一一水 iffil 
-骨--嶋一ー姥死率

30 

10 

31 

(ロ) 33年度 34年度の伊勢湾台風時に、資料を紛失し、充分な記録がなく、

参考として記載しました。 但し奨死E千三は 8月30日迄(メモでは、 9月5日から15

日の11日間の緊死が高かった事を加えておきます)。

付 34年度 8月10日より 9月10日迄の一ヶ月は休業(養殖業者間の協定)。

又9月初日は伊勢湾台風の為休止。

34年度は一般的に水温が高く、弊死率も平均すれば高かったように思われ

る。第1回の 250Cの出現により賂死率も上昇し、 24
0

C上では10%以上の探死

が出ている。

件) 35年度 第1自の25
0

Cの出現により、契死率も上昇し、 8月上旬より 9

月下勾迄の約50日間施術を中止する(紫苑が多い為)。

-13 -
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25
0

C以上の高水温の状態が 1ヶ月以上も続いた。 9月23日より試験的に施術

を行ったが、 250Cが出現Lている期間は、 10%以上の奨死が見られた。

以上の事より当社神前漁場では、 24
0

Cから 250Cが養生期間中の臨界水温と

察せられる。 24
0

Cが出始めると、大体10日前後には第1回目の 250Cの出現が

見られる。 25
0

Cが連続的に続くと、舞死率も10%以上になる時がある。 24
0

C

が出始めると施術を中止し、水温の低下を待つ。年により30日から60日間の期

間が続く為、卵抜中の間介の処理には充分な注意が必要で、ある。

繋死率の高い時期に入核を続行しても、採収時(品質並びに歩留り)には悪

い結果が生じている事は各養殖業者間でも良く知られている。施術時期を前期

と後期に二分して、奨死の少ない時期を検討して、前期には集中的に施術を行

い、後期には整理する程度に行えば、採収時には良結果を得られる事と信じま

す。

上述の事より施術時期の決定という事が莫珠貝の養生期間の賂死に非常に大

きな比重を占めて来ると思われます。各養殖場により立地条件、環境要因等に

多少の違いはあるが、類似している所も多いと思われます。

初夏から莫夏にかけて水温も上昇し、要害死も又多くなって来る事と思われま

すが、何かと参考になればと稿を進めました。

管
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『
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真珠貝および真珠の技術関係文献目録

(1946年一19 6 2年4月〉

山 口 正 男

(農学博士長崎県水産試験場)

凡 例

1. 対照

この目録は1946年から1962年4月までに公表された真珠貝および翼珠の技術

に関する文献を収録したものであるc

2.配列
著者名を標題としてアルフアベット )1簡に配列し、同著者名中では年代)1自に配

列した。なお共著の場合は、最初に記載された著者名を標題とした。

3. 記載事環

著者名、発行年、論文標題、所載刊行物名、巻、号、頁の)1聞に記載した。

例、阿部功 1959. 

著者名 発行年

伊豆方面の翼珠養殖を見て(折戸、三津)

論文標題

4 (8.9): 8-11 

所載刊行物名 巻 号 頁

4. 刊行物略号

Annot. Zoo1. Jap....…ー・・・・ ..一.Annotationes Zoological J aponenses. 

雷 雑…………・・……日本動物学雑誌

遺雑……………….，.13 

J. Fac. Sci. Hokkaido Univ. Ser. Vr. Zoo1....…Journal of the Faculty of 
Science， Hokkaido University. Series VI (Zoology) 

報…………………哀珠研究会伊勢部会報

雑…………………日本貝類学雑誌

ムヤ山

同
/、

n
h
V
 

1
ょ



研 報…・・・……・……-研究報告

Mem. Fac. Sci. Kyushu Univ. Ser. E (Biol)……Memoirs of the Faculty 

of Science， Kyushu University. Series E. (Biology) 

Mem. Coll. Sci. Univ Kyoto Ser. B.……Memoirs of the College of Scie-

nce University of kyoto， Series B. 

化 雑…………………日本化学雑

日本真研報…………・・…・・・日本真珠研究所報告

農化会誌…………………日本農芸化学会誌

日水会誌 (Bull.Jap. Soc. Sci. Fish.)ぃ…日本水産学会誌

Publ. Seto Mar. Biol. Lab….. Publication of Seto Marine Biological La-

日

boratoy. 

Rep. Fac. Fish. Pref. Univ. Mie……Report Faculty of Fisheries Prefec-

tural University of Mie 

研…………………真珠の研究

…国立冥珠研究所報告

..……水産試験喝事業報告

・・・水産指導所事業報告

.・・・水産講習所研究報告

増…………………水産増殖

研

試事

指事

'd/li: ~芥

冥

冥

水

水

氷

水

1959.伊豆方面の実珠養殖を見て

(8、9) ; 8-11 

原田士!f'四郎

1958. jほ貝及び細胞の相遅による真珠の出現状況

試研究課報告養殖部第2号 ; 14-18 

1958.哀珠養殖試験地観測結果全上: 19-24 

1960.異珠養殖試験 愛知水試事業報告(昭和33年度)

1956.冥珠袋形成に関する研究、特に秋と初冬に作業を行

った場合について 真研報 1 : 41-46 

1957.哀珠養殖における挿核施術に関する研究 I挿入さ

れた核が収足筋に援した場合について 冥研報2

113-118 

4 

静岡水

(折戸、三洋)功

(A] 

敬雄

音日阿

阿チ|ニ
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青木 駿 1957. 白珠の原因について会報4 : 20-23 

1957.農薬の真珠貝に対する)影響 会報 1 : 16-19 

1957.真珠養殖における挿核施術に関する研究 E外とう

膜片の外面(貝殻面)が核に接着しなかった場合に

ついて其研報3 : 218-228 

1958.異常真珠について会報 8 : 24-30 

1959.真珠養殖におけるそう核施術に関する研究 E外套

!摸縁、外套縁膜、外套腔各部よりそれぞれ切り取ら

れたピースを用いて施術を行なった場合について

翼研宇H5 : 503-515 

1959.全上 N 翼珠の形質とそれが形成された位置との関

連性真研報5 : 516-540 

1961.全上 V挿入された核の周辺に間瞭が生じた際の変

化実研報6 : 647-656 

1961.キズ珠に含まれる遊走細胞について 会報 5(6一

12) : 1-9 

1962.良質;冥珠生産のためのご、三の研究会報39 : 1 

-30 

足利千枝 1948. アゴヤガイの生化学的研究第1報生理生態2

(3. 4) : 160-167 

1949.全上第2報 貯蔵による貝肉グリコーグシ量の変

化 日農化会誌、23(2) ; 63-65 

1949.全上第3報貝肉の部位別並に雌雄別によるグリ

コーグシの含有量 日農化会誌23(2) : 65-68 

1951.全上第4報組織別並に雌雄別による貝肉成分

日農化会誌、24(9) : 432-435 

1951.全上第5報 貝肉中の不鹸化物並にステローノレ量

の季節的変化 日農化会誌24(9) : 436-438 

1957.全上第6報 ステローjレの分離並に化学構造につ

いて 日農化会誌31(2) : 115-118 

1957.全上 第7報 貝肉グリゴーゲシ並にステローノレの

生化学的三考察 大阪市立衛研々報19 : 110-116 

阿山多喜也 1957.真珠に関する用語水増3(4) : 104-107 

1958.真珠の巻きについて 一真珠はどれ程巻いたらよい

-18 -



ものでしょうか 会報2(2) : 26-27 

阿山多喜也 1960.一個人れ挿核について会報4(11) : 13-19 

(CJ 

Cahn， A. R， 1949. Pearl Culture in Japan. G. H. Q. R. S Report 

No. 122 

千葉県水産試験場舘山支所

(FJ 

藤岡 城

福田 イ呆

福田 保，

1951.あわびを母貝とする真珠養猶試験千葉水試月報2

(7) : 9-10 2(10) : 13 

1952.全上全上3(1) : 10-11 3(2) : 10-11 

3(3) : 13-14 3(4) : 15-16 3(5) : 15-17 

1951.アワビ母介の真珠生成について、全上2(8) : 15一

16 2(9) : 18 

立石新吉

1961.アゴヤガイの真珠袋形成の組織学的観察 1-特に
生F直巣熟度と真珠袋形成との関係について一 長崎

大学水産学部研報10 : 87-99 

1961.全上 I特に外套膜切片(ピース)の内倶IJおよび外

1ftIJ表皮細抱に人為的傷害を与えた場合の真珠袋形成

について全上11 : 141-151 

1953.冥珠の色について 真珠養殖業資料第2輯 PP.22

岩田

1954.冥珠の色について(補遺) 大販工業技術試験場季

報5(3) : 1-3 

福田 保 山田昭三 岩田 稔

1954.莫珠の色について 全上5 : 1-5 

福井英夫 1950.三重県英虞湾の海洋学的予察調査概報 浜島湾及迫

子浦に就いて- ffi);研1(3) 17-21 

福本 洋 1958.真珠養殖漁場の海況に関する二、三の考察会報2

(2) : 17-25 

古川厚，他 1959.三重県下主要翼珠養殖場予備調査結果について 内

海区水産研究所業績第86号 PP.46 
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CG) 

五ケ所浦青年会真研クラブ

CH) 

1958.垂下深産、貝掃除の回数および垂下様式が真珠の品

質に及ぼす影響について 会報3(10) : 14-21 

1961.真珠養殖漁場の生産性について 会報5(6-12)

18-23 

波部忠重 1957.真珠とそれを採る貝類水増3(4) : 34-35 

橋本慣ー 1959.鳥羽、南海、瀬戸内海今各漁場に於ける珠の品質につ

橋爪寅太郎

蓮尾冥澄

いて会報4(7) : 5-7 

1958. グシパク 会報2(3) : 39 

1958.大村産アゴヤガイと三重県‘産との殻形の比較に関す

る研究 E三重県産稚貝と笑虞湾に移殖した大村産

稚貝の成長に伴う殻形の変化の比較 冥研報4

318-324 

1958.垂下深度についての一つの三考え方 会報3(3) : 9 

-12 

1959. r卵抜きJとアゴヤガイの疲弊について 会報3(9) : 
10-13 

1959. アコヤガイの足糸切断と成長について 会報3(10) : 

25-28 

1959. r卵抜き法」の差異が真珠の品質に及ぼす影響
会報3(11) : 10-13 

蓮尾冥澄 片岡清次

1959. アゴヤガイの稔貝採首について 会報4(4) : 9一日

蓮尾真澄 1959. ピースの摩擦が真珠の品賞に及ぼす影響会報4(5)

24-27 

1959. ピースの摩擦と真珠の品質について 冥研報5

494-498 

1961.そう入核のサイズの差異と真珠の巻き並びに脱核率

との関係冥研報 6 : 657-662 

1961. m:貝、ピース貝の健康状態が哀珠の品質に及ぼす影
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響について 莫研報 6 : 663-669 

波多野博行，他 1955.放射性カ jレジワムCa45を用いた真珠及び貝殻形成に

関する研究第2報 日本冥珠研報44 : 1-9 

東怜，河合清三 1959.淡水産二枚貝組識の呼吸代議jについて 日水会誌25

(3) : 222-227 

平賀太寿雄 1958. 33年度冥珠筏の規制方針について会報2(3): 1-7 

平木寛雄 1958. テピロ γパーノレネットに就いて会報3(3): 22-30 

広島県水産課 1960.広島県真珠養殖業の現況会報4(11) : 24-26 

広島県水産試験場 1955.莫珠形成に関する組織学的研究(1) 広島水試報告

17 (1) 

1958.全上(2) 全上19 : 1-11 

本城市次郎 1948. アコヤガイの刺戟生現学的研究 I光反応生理生

態2(2) : 57-61 

堀修二郎，他 1960.養生について(アンケート) 会報 5(4) : 7-18 

堀口吉重 満尾久粥

1952.黒蝶貝の生長度について 翼研2(4) : 17-20 

堀口重吉， 三宅正人

1954. アゴヤガイの生化学的研究 Iアコヤガイの各組織

に於けるグノレゴズlレフアターぞ、プエノーノレズノレフ

アターゼ及びゴシドロズノレブアターゼの分布につい

て 日水会誌19(9) : 957-962 

堀口古重，他 1954.放射性同位元素によるアコヤガイ及びイケチョワガ

イの生化学的研究 1Ca45によるイケチヨクガイの

Ca代謝 日水会誌20(2) : 101-106 

堀 口 古重 1956. アコヤガイ及びイケチヨワガイの生化学的研究 E 

アゴヤガイとイケチョワガイの各組織より Sulfom-

ucopolysaccharidesの分離 臼水会誌22(8): 463 

-466 

1957.全上 軍 イケチヨワガイ各器官のCa45集積及び排

出l 日水会誌22(12) : 747-751 

1958.鹿児島県を中心としたクロチヨワガイ、マペの資源、

とその養殖会報8 : 30-37 

1958. アゴヤガイ及、びイケチョウガイの生化学的研究 W 

イケチョワガイによるCa45の吸収と貝体内における
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移動 日水会誌23(11) : 710--715 

堀 口吉重 1959. アコヤガイ及びイケチヨワガイの生化学的研究理

貝殻の微量成分について(その1) 臼水会誌25(5) 

392-396 

1959.全上 IX全上(その2) 日水会誌25(5): 397-401 

1959.全上 X 貝殻中のMnの形態について 日水会誌25

(10-12) : 675-679 

1959. Biochemical studies on pteria (Pinctada) martensii 

(Dunker) and Hyriopsis schlegelii (V. Martens) 

V. Studies on absorption， excretion and renew-

al of Ca in Pteria (Pinctada) martensii (Dun-

ker) using 45Ca. Rep. Fac. Fish. Pref. Univ. 

Mie， 3 (2) : 375-380 
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1958.莫珠養殖場として優秀な的失湾の性状 水産資源4

(4) : 67-74 

1958.的矢湾に於ける真珠養殖の実態特に仕ム漁場とし

ての海況について 的矢湾養婿研々報 1 : 1-72 

1960.的欠湾に於けるチリ地震津波と養殖援の被害状況

会報5(3) : 14-19 

1960.三重県下におけるチリ地震津波と養殖イカダの被害

状況水増8(3) : 193-202 

沢田 保夫 1957. アゴヤガイ貝殻及び真珠の無機成分に関する研究I

冥研報2 : 68-73 

1957. 自記分光光度計による冥珠の色の測定 全日:175 

-182 

1958.哀珠養殖漁場に関する諸問題会報3(7) : 9-22 

1958.真珠貝の生化学的研究哀珠貝の色素 真研報4

335-339 

1958.哀珠貝の盤光に関する研究会上4 : 340-346 

1958.真珠養殖漁場の養殖海洋学的研究I 1958年 7月英

虞湾立神;滑における真珠貝異常終死i魚、J誌の観測結果

について全上4 : 347-355 

1958. ~r珠の色について 翼珠3(11) 

1959.飲射線による英政ご及び哀珠貝貝殻の変化に関する研

究冥研報5 : 395-406 

沢田保夫， 丹下 字

1959.真珠養殖漁場の養殖海洋学的研究E 英虞湾内の4

点において生産される冥珠品質の比較と海況につい

て全上5 : 459-481 

沢田保夫 1959.化学的にみた冥珠貝の生態化学技指3(1) 

1961.真珠貝の生化学的研究亜 アコヤガイ軟体部のポー

フイリン色素の分布 冥!済報 5 : 546-552 

沢田保夫， 谷口官三郎

1961.真珠貝の生化学的研究IV アコヤガイの肉質成分の
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季節的変化について 真研報 6 : 553-560 

沢田保犬 谷口宮三郎

沢田保夫

沢田英四郎

関 政夫

1961.哀珠貝の生化学的研究V アコヤガイの無機成分¢

季節的変化について 全上6 : 561-566 

19ら1. ~珠の黄色色素の研究全 I二 7 : 865-869 

1950.烹珠貝の池中養殖法の研究水産研究会報3: 48-5i 

1957. 珠貝の異常奨死について 会報 7 : 7-11 

1960. アゴヤガイ浮瀞幼生の分布について(採苗に関する

諸問題について) 水増8(3) : 165-179 

1960.英虞湾の赤潮について 会報5(5) : 20-25 

瀬戸口 勇 1961.クロチヨクガイ Pinctadamargaritifera (L.)の人

工受精と初期発生について 鹿児島水試事報(昭和

34年度) : 137-142 

1961.クロチヨワガイ Pinctadamargaritifera (Linne) 

生殖巣の周年変化に関する組織学的観察 全上:

143-149 

1961.クロチョワガイ半径真珠加工試験全上:150-152 

1961. クロチョウガイ貝付冥珠及び貝殻の表面構造の観察

全上: 153-156 

椎野君主雄 1952.あこゃがい解剖lに有用な二、三のテクニツク 真研
2(4) : 1-4 

1952.あこゃがい(真珠貝)解剖図 pIs. 12 三重県水試

清水 lls 治 1955.翼珠貝採苗試験和歌山水試事報(昭和29年度): 

95-97 

1956.真珠貝採出時期予報について 全上(昭和初年度): 

127-129 

清水進平， 西飯 保

1961.烹珠美殖におけるいわゆる貝そうじの効果に関する

研究直 かご交換の効果に関する追試 翼研報6: 

676-678 

真珠研究会 1958.海況主主意予報 (1) 会報3(4) : 26-28 

1958.全上 (2) 会報3(4) : 28-30 

1958.全上 (3) 夏季の高水j誌による真珠貝奨死に関する

注意会報3(4) : 31-33 
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冥珠研究会， f也 1959.夏季搾死の予防についてー特に英虞湾についてー

〔昭和34年度注意報第1報〕 会報4(5) : 34-36 

1959. 最近の海況と初秋の注意会報4(6) : 28-29 

莫珠研究会 1959.莫珠用語辞典 PP.164 

1960. アンケート忙見るチリ津波会報5(5) : 55-63 

白 井祥:;y. 1958.附着生物に対する三考え方会報2(2) : 12-17 

1958. 実珠抄翁((1)附差動物について 会報2(2): 28-38 

1958.全ヒ (2) 冥珠貝及び母貝について 会報2(3)

21-38 

1958.全土 (3) アコヤガイの生活力について 会報3(1)

6-16 

1958.全土 (4) 生殖巣股卵(卵抜き)人工受精、発生に

ついて会報3(2) : 23-40 

1958.全ヒ (5) 細胞(ピース)及び組織(パーノレサック)

について会報3(3) : 34-47 

1958.全土 (6) アゴヤガイの稚貝及び採荷について

会報3(6) : 25-35 

1958.奄美大島に於けるマペ莫珠養殖の概況 貝雑19(3-

4) : 259-267 

1958. マベ貝鯨の繊毛運動に及ぼす水温の影響 日水会誌、

24 (2) : 121-124 

1959.原子力時代の翼珠養殖会報4(1. 2) : 23-27 

1959. 翼珠貝の分布会報4(6) : 18-24 

白井祥平，他 1959.小湊産アゴヤガイの品積に関する研究E 会報4

(10) : 3 -17 

白井祥平 1960. 英円翼珠の生れるまで会報5(4) : }-6 

1960.琵琶湖淡水真珠を訪ねて 会報5(4): 24-28 

滋賀県経済部水産課

1959.滋賀県実珠養殖業の概況会報4(8. 9) : 22-25 

静岡県水産課 1960.静岡県冥珠養殖業の概況会報5(1) : 32-34 

静岡県水産試験場 1959.垂下水位の相違による真珠光沢、附惹雑物と奨死に

ついて 静岡水試事報(昭和30.31年度) : 113 

1959.浜名湖に於ける哀珠養殖試験全上: 11~-114 

佐々木幸祐 1958.春先の作業について会報2(3) : 17-18 
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水産庁潟、業調整第2諜 1952.ダイヤモンド政策について 真珠養殖業資料

第1輯 PP.39 

鈴木ー善 1957. アコヤガイとその生育環境の生化学的研究I 肉質

CTJ 

田畑三郎

高石啓

高山活

高山活夫，

林

一一

夫

中原

ブラシクトシ底質化学成分の季節的変化について

要;liff報2 : 57-62 

1957.会主E アゴヤガイ肉及びプランクト γのアミノ駁

組成について 全上2 : 63-67 

英雄

1954.莫珠及び真珠貝に関する研究 大阪工業技術試験所

季報 5(3) : 1-3 

1960.真珠核界の概況会報5(1) : 17-24 

1952. Jsotopeを応用した翼珠形成基礎研究 三重水試時

幸R169 : 18-29 

自告

1956.挿核手術時における外套膜上皮細胞の剥落について

察研報 1 : 14-17 

高山活夫 1957.国立真珠研究所の紹介水増3(4) : 18-22 

1957.昨年度翼珠員艶死についての研究報告及び対策

会報 1 : 4-16 

1957.夏期の冥珠貝の奨死問題について 会報2: 21~25 

1957. I施術作業Jv 9ーズの討議にあたって 会報5: 
15-16 

1957. I施令官作業Jvリーズ ピースについて 会報6:
8-11 

1958.浜上げよ朱の処理について 会報8 : 14-19 

1958. 中国、九州の真珠養珠業雑感(1)会報3(1): 3-5 

1958.全上 (2) 長崎県の巻会報3(2) : 3-11 

1958.全上 (3) 大分県の巻会報3(4) : 11-14 

1958.和歌山県の震珠養殖業会報3(6) : 5-12 

高LlJ活夫， 和田浩璃

1958.翼珠品質に及ぼす薬品処理の影響I真研報4: 329 

-334 
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高山活夫 1959. 莫珠貝の養殖について会報4(6) : 10-15 

1961.生産される実珠の品質からみた大分県下真珠養殖打者、

場の類型区分会報5(6-12) : 10-17 

1961. 実珠研究の現状と養殖校術会報6(1) : 1-10 

高木 豊， 田中正三

1955. 真珠の生化学的研究 L努昨日) あとや貝の色素 (1)

日化雑76(4) : 406-409 

高木 豊 1956.全上(第6報)あこや貝の色素(2)(Porphyrideに

ついて) 日化誌77(1) : 1707-1712 

竹村嘉夫 1955. i/ロチヨヲガイ (Pinctadamaxima Jameson)の

空中活力についての一知見 水増3(2) : 57-59 

1955. i/ロチョワガイ (Pinctadamaxima Jameson)の

金縁銀縁について 水増3(3) : 53-56 

竹村嘉夫， Okutani， T.， 

竹内敏夫

回辺 覚

回辺時生

田辺時生，

1955. Notes on attached animals on the silverlip 

pearl oyster Pinctada maxima (Jameson) colle-

cted from “East" fishing ground of the Arafura 

Sea. 日水会誌21(2) : 92-101 

1960.穴明母介養殖方法について 会報5(5) : 11-12 

1960. チリ津波災害に対し我が船越翼珠組合が採った処置

会報5(3) : 26-27 

1957. 中小鹿珠に対する母貝の仕立)1国序の1例 会報3:17

田畑良

1957.施術作業νリーズ 中小珠の施術について(第I回)

会報 5 : 17-21 

1957.全上(第2回) 会報6 : 11-14 

1957.全と(第3回〉会報7 : 12-14 

田 辺時生 1959. 挿核技術の研究 (1) 挿核1伺のばあいの挿核位置

について会報4(1. 2) : 20-23 

1959.全上 (2) 会報4(4) : 15-18 

1961.全上(][) 会報6(2) : 26-28 

田村 正 1960. 浅海場殖学(水産学全集2) PP. 331 恒星社厚生

関東京
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田中 正三， 波多野陣行

1952. Studies on the seasonal changes in the chemi-

cal constituents of the pearl oyster. Publ. Seto 

Mar. Biol. Lab. 2 (2) : 341-355 

1952.翼珠に関する生化学的研究明白報) あこや貝成分

の季節的変化について H化雑73(12) : 870--873 

1953.全上(第2報) あこや貝無機成分の季節的変化につ

いて 日化雑74(2) : 74-76 

回中正三他 1953.全上(第3報)Conchiolinのアミノ酸について

日化雑74(3) : 193-197 

回中 正三， 波多野博行

1955.全上(第4報) あこや貝によるカノレνワムの吸収と
その貝殻および真珠への沈着について日化雑76(6)

602-605 

1956. 45Caを使用する真珠および貝殻形成の化学機構の研

究 アイソトープ研究利用総覧: 307-311 

1957.真珠の化学水増3(4):38-45 

日中?南太郎 1958. アコヤガイ幼生の同定について 貝雑19(3-4)

215-218 

丹下 字 1957.第2回研究会における「卵抜き」の問題に関する討

議の概要会報2 : 27-31 

1960.真珠養殖業における技術発達の構造(上) 漁業経

済研究8(4) : 21-33 

1960.会上(下) 全日(1) : 19-34 

立石新吉， 安達甫朗

1957. アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)の生殖

巣の周年変化に関する組織学的観祭 長大水産学部

研報 5 : 41-52 

谷口宮三郎他 1959.真珠養殖におけるいわゆる。貝そうじグの効果に関

する研究I 貝そうじ及ぶかご交換の回数と附着生

物量の変化について 翼研報 5 : 482-488 

高岡 斎 1957.真珠養殖の研究(1)真研報3 : 246-250 

時間 隆，山路 勇

1950. (突虞湾の真珠漁場に関する研究)第2報 英虞湾フo
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ランクトンの量的分布(京大生理生態)70 : 5 -18 

時間隆， tll路勇

1950. 

外海政治 1952. 

1952. 

1958. 

1959. 

遠山宣雄 1961. 

豊原義 1950. 

英虞i需の真珠討を、i号に関する研究第3報 爽虞湾プラ

ンクトンの質的分布 全1:71 : 19--61 

鹸7J<.波jを利用する:点珠貝の集約的採出試験 三重水

4 : 1← 6 

アゴヤガイ稚貝の光線による移動 真研2(3): 5-8 

母貝業界の考え方会報3(4) : 1-5 

愛媛県→三重県民珠I住民愉送事業について 会報3

(9) 17-22 

千葉県舘山湾に於ける貰珠養殖の見通しについて

会報5(6-12) : 31 

英j実湾の烹珠漁場に関する研究第1報深谷水道に

於ける海水の交流量に就いて(予報)京大生理生態

69 : 1-4 

豊島友光他 1958，アコヤガイ (Pinctadamartensii (Dunk巴r))の成

長度と環境条件について 長崎大学水産学部研報

6 : 97-106 

辻井禎他 1954.貝殻丸ぴ真珠形成機序の radioautographyによる

研究特にCa45及ぶp32の分布について 日水会誌20

(2) : 107-111 

辻井 禎 1957. アコヤ貝の捕食に就いて会報6 : 18-21 

辻井 禎， 大西侯彦

辻井 禎

都築良康

1957. アゴヤガイの溜過水量瓦び捕食の実験的研究I

i慮過水量について 烹朗報3 : 194~20l 

1960. Studies on the mechanism of shell and Pearl-

formation in mollusca 三重大水産学部化要5(1): 

1-70 

1952. 烹珠養殖の二要点水産界818 : 36-41 

1957. 日本産アコヤガイ震の種類に就いて会報4:23-25 

1957. 真珠成因の歴史について 水増3(4) : 16← 18 

茶木洋二 1958.母貝育成に関する研究 (1) 浜島湾追子浦に於ける

母貝育成について会報3(8) : 9-13 
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茶木洋二 1960.合成繊維完の形式別に依る真珠の巻きの差異につい

て会報4(12) : 24-27 

茶木洋二， 田所 瑛

1962.会上 (2) クレモナパーノレネット段龍、金網平龍、

金網トラシク龍を使用した;場合の母貝育成について

会報39: 40-44 

茶木洋二 1962.母貝育成に関する研究 (3) 種々の養殖方法がアゴ

ヤ貝の生長に及ぼす影響について 会報39:45-50 

(UJ 

羽原又吉 1957. 糞珠二題水増3(4) : 12-16 

内田洋一， 上回正康

1947. 真珠の色と光沢について 京都大学綜合研究体制研

究報告 13 : 26-35 

1947. 翼珠の層状構造と iridescenceに就いて 生涯生態

1(3) : 171-177 

内田洋一他 1954.分光光度計による真珠の色の測定応用物理23(10) 

469--474 

1955.全上(立) 全上24(8) : 325-332 

植本東彦 1957.卵抜きに関する組織学的研究会報2 : 31-33 

1957. アゴヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)の生殖

腕に関する研究I 卵炊き作業中の変化についての

組織学的観察冥研報 3 : 183-193 

1958.全上E 周年変化及び卵抜き作業中の変化について

4 : 287-307 

1959 アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)の腕の

色調について 冥研報 5 : 418-423 

植本東彦， 谷口宮三郎

1959. アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker) の生殖

腺に関する研究班 避寒j魚、場における生殖腺及び貝

の変化 さとと5 : 424-428 

稲本持東彦 1960. アコヤガイの生殖腺について(特に卵抜き作業とそ

の効果を中心に) 会報4(12) : 7-24 

1960. 母貝仕立の効果について 会報5(5) : 50-53 
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植木東彦， 小川恕人

1961. アコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)の生殖

腺に関する研究IV 生殖腺抽出物質が生殖機能に与

える影響冥研報6 : 576-585 

植本東彦 1961. アコヤガイのそう核手術に関する生理学的研究I-

E 全上6 : 619-635 

上野福三 1961. アコヤガイの餌料生産と漁場の海洋構造について

会報6(1) : 21-23 

上野福三， 井上啓H青

1961.真珠潟、場における餌料基礎生産と漁場の海洋構造に

ついて工 密殖と食物連鎖の関係翼研報 7: 829 

-864 

上岡康達， 酒井博行

1959. アコヤ貝の生育環境に関する研究 (1)アゴヤガイ

の成畏と海水中の溶存カノレνワム量について (2) 

各養殖場に於ける栄養塩類について (3)アコヤガ

イ肉の季節的変化について 愛媛県真珠及び真珠貝

養殖に関する試験研究報告: 59-64 

宇野 寛 1957.アワビによる哀珠養殖水増3(4) : 92-95 

(W) 

和田浩爾 1956. アコヤガイ介殻構造の電子顕微鏡的観察翼研報1

1-6 

1956. X線廻折及び示差熱分折によるアコヤガイ介毅成分
に関する研究全上 1 : 7-9 

1957. アコヤガイ介穀構造の電子顕微鏡的観察E 真珠層

表面の AragoniteCrystalsの観察会上2 : 74 

-85 

1957.全上E 介殻の層状構造全上2 : 86-93 

1957.介殻真珠層表面に成民したる給品の観察 科学と写

主主の会2(5) : 2 

1957.真珠形成初期の顕微鏡的観察真研報3: 167-174 

1957.真珠の渦巻き成長金高物理3(2) : 77-78 

1957.真珠の構造水増3(4) : 51-54 
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和田 浩爾 1957.電子顕微鏡による養殖真珠の層状構造の観察I

基珠層冥珠 日水会誌23(6) : 302--305 

1958.冥珠加工の基礎問題 (1) 豆珠の構造と成分会報

3(2) : 11--14 

1958.全と (2) 冥珠品質に及ぼす熱の影響会報3(3): 

19--21 
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芳一回真珠技術研究会

全!'i連第一回f'll昔、技術lif目究会I亡去る 5月18日行勢市烹珠会館で開催された。
当日はZ宅珠養剤明;で最も忙しいE寺期でま、るにもかAわらず、 100名を越える多

くの会員の参集を f て非Ttn. t~盛況であった。今回('1令女連技術研究会が発足し

てはじめての研究発表会であったので、 今夏，連~!'<本専務の挨拶があり次いで国

立京珠研究所町才!昭氏よ り“ヲークレジヰン"についての研究発表があった。

会
開
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に
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とれは最近挿核施術の時のj手力口栄養剤として使用されている薬品の試験結果

の報告であり、会員諸氏は直接真珠の浜揚に影響する身近な問題であるため、

非常に熱心に聞き入り、又質疑応答も予定日寺間をはるかにオーバーするほど熱

心なものであった。

午後は養嫡莫珠の主なる輸出市場である米国に、日本真珠輸出組合嘱託とし

て市場調査に赴いていた御木本冥珠会社小川茂男氏の米国市場の調査報告があ

った。小川氏はその報告の中で、良質主珠の輸出並びに国内業者の協力により

現在の買手市場を売手市場に転換するべく努力する必要のある事を強調され、

又米国市i湯は P.Rの方法如何によってはまだまだ大きく伸びる余地のある事を

報告され、向日は午後3時に閉会した。

当日の講師及び主なる出席者は次の如くであった。

1) 真珠技術研究会の発足に際して 全真連専務理事

2) ヨークレジチシの使用と真珠の品質 国立葉珠研究所

3) 米国に於ける養殖真珠の市場調査報告 御木本真珠会社

浜本忠史氏

町井昭氏

小川茂男氏
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三重県北ネ安部ifU:lu町大字矢口浦915

住!主巳之助
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名

地

長

員

在

合

会

所

組



間崎真珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡志摩町和具4341

岩城常三

名

地

長

員

在

合

会

所

紐

神明真珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡阿児町神明

松尾圭起

名

地

畏

員

在

合

会

所

組

南海哀珠養殖漁業協同世合

三重県度会郡南勢町迫間浦

中村忠臣

名

地

長

員

在

合

会

所

組

片田真珠美殖漁業協同組合

三重県志摩郡志摩町片田

浜口文

名

地

長

員

在

合

会

所

組

ムロ況

方
同

鵜

協

町

業

児

漁

阿

郎

殖

郡

三

養

摩
珠

志

貞

真

県

μ

品目

方

重

世

鵜

三

四

名

地

長

員

在

合

会

所

組

南島真珠養殖漁業協同組合

三重県伊勢市宮町

岸 栄松

名

地

長

員

在

合

会

所

組

的失湾:買珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡磯部町三ケ所

北 健治

名

地

長

員

在

合

会

所

組

三重県浜島町女王k養殖潟、業協同組合

三重県志摩郡浜島町大字浜島1780

大西楠治郎

名

地

長

員

在

合

会

所

組

南志摩真珠奏殖漁業協同組合

三重県‘志摩郡大壬町恥越809

ハむ

名

地

員

在

会

所



突

立神冥珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡阿児町立t$
中井宗五郎

村~t 長

名

地

長

t. 
ロ

員

在

合

組

会

所

総

和具王立珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡志摩町和呉

松田青

名

地

長

員

在

合

会

所

組

御感翼珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡志摩町御座

山本世樹

名

地

長

員

在

合

会

所

組

五ケ所莫珠養殖漁業協同組合

三重県度会郡南勢町五ケ所浦944

西井善四郎

名

地

長

員

在

合

会

所

組

対馬真珠養嫡漁業協同組合

長崎県下県郡厳原町今屋敷649

斉藤滋夫

名

地

長

員

在

合

会

所

組

的矢地区真珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡磯部町的矢889

佐藤忠揚

名

地

長

員

在

合

会

所

組

鳥羽翼珠養殖漁業協同組合

三重県鳥羽市鳥羽町商工会館内

野上茂男

名

地

長

員

在

合

会

所

組

御浜冥珠養嫡漁業協同祖合

三重県志摩郡阿児町鵜方

北村満津郎

ぺ
Lハむ

名

地

長

員

在

合

会

所

組



鵜方相生真珠養殖漁業協同組合

三重県志摩郡阿児町・鵜方

渡辺賢次郎

名

地

畏

員

在

合

会

所

組

宿浦冥珠養殖漁業協同組合

三重県度会郡南勢町宿浦

川口欣三

名

地

畏

員

在

合

会

所

組

波切翼珠養嫡漁業協同組合

三重県志摩郡大王町波切漁業協同組合魚市場事務所内

林 一雄

名

地

畏

員

在

合

会

所

組

全南島町宴玉井:養殖漁業協同組合

三重県度会郡南島町神前浦

大野一美

名

地

長

員

在

合

会

所

組

役員顧問及び相談役

御木本美降

東京都港区麻布宮村町42

三重県浜島町冥珠養殖漁業協同組合

会長

住所

所属組合

松尾圭起

三重県志摩郡阿児町神明755

全国翼珠養殖漁業協同組合

副会長

住所

所属組合 神明莫珠養殖漁業協同組合

井沢次男

畏崎県大村市久原郷2の37

長崎県真珠養殖漁業協同組合

副会長

住所

所属組合

高橋泰彦

東京都新宿区百人町4の450

専務理事

住所 戸山アパート内

小林方

ハ
〈
U
ハむ

浜本忠史

三重県伊勢市本町110

専務理事

住所



常務理事

住所

常務理事

住所

常務理事

住所

所属組合

常務理事

住所

所島組合

常務理事

住所

所属組合

常務理事

住所

所属組合

常務理事

住所

所属組合

常務理事

住所

所属組合

理

住所

所属組合

井上 厳

三重県伊勢市岩淵町500

荻原孝之

三重県伊勢市吹上町274

堅固輝昭

和歌山県西牟婁郡白浜町堅田1470

和歌山県真珠養殖漁業協同組合

大月成男

愛媛県宇和島市妙典寺8iJ三区

愛媛県冥珠養殖漁業協同組合

nδ 
口

δ日

合

村

組

k

A

7

1

サ

ー
一
陀
ば

町

協

海

業
玄

漁

口
町
郡
殖

浦
洋
入

寛

松

珠
東

莫

田

県

県

知山
H

加
古
片

士
ロ
佐
佐

南平左衛門

三重県伊勢市宮後町

布施日真珠子?3'(主漁業協同組合

鵜丹谷禰 i一郎

三重県志摩郡志摩町越賀764

越賀真珠実殖漁業協同総合

中村正一

三重県志摩郡大王町船越1074
よ』
口

黒木民放

鹿児島県肝付gG佐多町伊座設3921

鹿児島県真珠禿池漁業協同組合
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理 事福本茂明

住 所 高知県須崎市浦之内塩間56

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

浦ノ内哀珠養殖漁業協同組合

住屋己之助

三重県北牟婁郡海山町矢口浦95の12

紀州哀珠養殖漁業協同組合

岩城常一

三重県志摩郡志摩町和呉4239

関崎真珠養殖漁業協同組合

大井田正経

三重県志摩郡阿児町神明74の1

神明冥珠養殖漁業協同組合

北村一衛

三重県度会郡南勢町迫間浦534

南海真珠養殖漁業協同組合

理 事浜口文古

住 所 三重県志摩郡志摩町片田2752

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

片田真珠養殖漁業協同組合

西崎貞三郎

三重県志摩郡阿児町鵜方

鵜方真珠養殖漁業協同組合

岸 栄松

三重県度会郡南島町阿曽浦197の8

南島真珠養殖漁業協同組合

北 健治

三重県志摩郡磯部町三ケ所466

的欠湾翼珠養殖漁業協同組合
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理 事大西楠治郎

住 所 三重県志摩郡浜島町浜島1780

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

三重県浜島町冥珠養殖漁業協商組合

北村英一

三重県志摩郡大王町船越809

南志摩哀珠養殖漁業協同組合

中井宗五郎

三重県志摩郡阿児町立神2630

立神哀珠養殖漁業協同組合

松田音吉

三重県志摩郡志摩町和具2260の1

和具翼珠養殖漁業協同組合

理 事山本世樹

住 所 三重県志摩郡志摩町御座225

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

御座~珠養殖漁業協同組合

西井善四郎

三重県度会郡南勢町五ケ所浦1031の1

五ケ所冥珠養砥漁業協同組合

斉藤滋夫

長崎県下県郡美津島町濃部199

対馬糞珠養殖漁業協同組合

佐藤忠揚

三重県志摩郡磯部町的矢889

的失地区真珠養殖漁業協同組合

濯 事野上茂男

住 所 三重県伊勢市常磐町270
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所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

到1

住

所属組合

理事

住所

所属組合

理事

住所

所属組合

監事

住所

所属組合

鳥羽冥珠養殖漁業協同組合

北村満津郎

三重県志摩郡阿児町鵜方942の1

御浜真珠養殖漁業協同組合、

渡辺賢次郎

三重県志摩郡阿児町鵜方

鵜方相生莫珠養殖漁業協同組合

事

所

林 一雄

三重県志摩郡大王町波切

波切真珠養殖漁業協同組合

川口欣三

三重県度会郡南勢町宿浦

宿j甫真珠養殖漁業協同組合

大野一美

三重県度会郡南島町賛浦

全南島町真珠養殖漁業協同組合

田崎甚作

長崎県大村市萱ノ郷132

長崎県真珠養殖漁業協同組合

監 事国辺耕治

住所

所属組合

監事

住所

所属組合

三重県志摩郡志摩町和具1933の7

和具真珠養殖漁業協同組合

西岡健一

三重県志摩郡志摩町布施田277の1

布施田莫珠養殖漁業協同組合

一回一



路」瓦沿L 事 本升本ミ三 正 男

住 所 神戸市生田区加納町4丁目1の128

所属組合 愛媛県哀珠養殖漁業協同組合

顧 間 大月 菊男

住 所 神戸市昔合区二宮町1の4

相談役 μ言4王J Jl!~ 

住 JiJr 東京都港区芝公闘5号地12

相談役 山本 勝

住 JiJr 神戸市生田区山本通2の77

相談役 4貧困 稔

住 所 神戸市灘区篠原北町2の12

相談役 山本清松

住 所 京都市左京区松ケ崎桜木町17の9

相談役 北村 勤

イ主 所 神戸市生田区山本通3の1の2

相談役 村田はまゑ

住 所 神戸市生田区山本通4の97

相談役 三輪邦彦

住 所 東京都文京区湯島天神町3の38

相談役 西岡光夫

住 所 三重県伊勢市吹上町456
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業界 ユ ス し
輸出態勢強化へ 臨もサイズも日本で

産業経済新聞 (37年 1月10四)

輸出の花形、養殖冥珠はこのところ価格も安定、輸出量は年々J-.え、古文街l木

本幸吉翁が蓄電話した「世界中の女性のクピを真珠でしめてみせるjというユメ

の実現に向かって若実に進んでいる。真珠は36年中にざっと57トン、 3600万ド

ノレ (129億6千万円)輸出された。これは35年の51.8トγ、2956万ドノレを大きく

上向いており、 5年前の31年に比べても数量、金額とも 2倍以上のすばらしい

伸び。また価格も3.75グラム(匁)当り 2ドル30セシトで35年の2ドノレ13セγ ト

にくらべ7%高くなっている。悪い真珠をνヤヅト・アワトして海外市場での
信用を高めようという業界必死の努力がようやくみのってきたのと海外への

PRが効果をおさめたからだ。

~珠は生産の93%までが輸出されている関係で色やサイズなど流行のすべて

は海外市場の動向できまるが2、3年の養殖期聞が必要なため、流行と生産がマ

ッチしにくいのが最大のなやみ、そこで全国翼珠養殖漁協組連合会(伊勢市真

珠会館内)では、ことしから、真珠のブアツVヨシはすべて日本できめると同

時に、主主珠につながる流行もあわせて輸出しようと計画している。

国内生産の6割は三重県で生産され、他県産の 5割も三重の業者が手がけて

いるにけに、同県の業者の動向が位界翼珠の進む道をきめることになるという

ので、業者もこの問題をことし最大の課題として、その具体策に取っ組んでい

る。

東北でも真珠養殖が可能 真珠研、女]11で見事成功

水産経済新聞 (37年3月23日)

三重県の国立翼珠研究所は東北大付属女川水産研究実験所と宮城県女川町小

乗浜青年養殖研究会の協力で昨年5月から女)Ilr.苓の小乗浜でアゴヤ貝 200個を

使って冥珠の養殖実験を進めてきたが、このほど優秀な翼珠を収穫、実験はみ

ごとに成功した。この実験は、これまで関西や四国などの暖水地帯でLかでき
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なかった表珠の養嫡が東北の寒い地方でもできるかどうかを調べるため行なわ

れたもの。

実験は東北では女川!湾のほか松島湾、岩手県大船渡湾が選ばれたが、こんど

の調査ではいずれも成功しているので三陸地方でもこんご烹珠の養殖ができる

ことは確実のようだ。女川湾の実験は 3年から 4年のアゴヤ貝を使い、 40個ず

つ縄につけ、カキイカダにつるしたもので、死んだのは約10%だった。

収穫した結果を見ると、立E加工直径4.5ミリの核に2ミリから 3ミリの厚さ

に哀珠をまき、形も一番よい丸3'Jが多かったという。又色もホワイトやピシク

系で光沢もあり予想外の大成功だったと同研究所の西飯技官は語っている。ご

の実験はことしもさらに続けられるが、アコヤ貝は摂氏15度が適j員で8度以下

では死ぬので春から夏の養殖が有望になりそうだという。

国立真研が初テスト 良質真珠を作る特効薬?

中部日本新聞 (37年4月18日)

最近三重県志摩地方の翼珠業界では良質哀珠をたくさん生み出すという“特

効薬"パーノレチシが話題となっている。養殖巽珠は貝殻で作った丸い核を冥珠

貝のなかに入れて作られるが、良質の真珠となって出るのは全体の2-10パー

セント。そこをねらって良質の真珠が出るという“特効薬"はこれまでもたく

さん売り出されているが、養殖界からはほとんど顧みられなかった。ところが

こんどのパールチンは宣伝ノミシブレツトに国立真珠研究所がパールチンの効果

をテストした養殖試験の結果がのっているので、業界も反応をみせ、冥珠研究

所へは毎日のように問い合わせが殺倒している。

このパーノレチシは鶏卵から脂肪を取り出して作る老化防止などの薬品である

「ヨークレνチシ」の商品名で、実珠用に改良を加えたもの。真珠研究所は咋

年大阪府水産試験所から淡水養殖の真珠には効果があったから海水養殖の冥珠

に使ってみないか、との連絡があり、初めて取り上げテストした。使用方法は

核を入れる貝のピースの部分に塗るか、法射するというもので真珠研究所では

浜島産の 3年生真珠貝 4401闘を使い、パーノレチンを塗っただけのものと塗布と

注射を組み合わせたものなど5種の養殖試験をし、普通養殖の対照群と比べて

みた。この結果は塗布だけのものと、塗布と注射を l、3回紘み合わせたもの

が、初めに入れた直径5.1ミリほどの核では5.8ミリ以上となり、対照群の5.7

ミリ以下に比べて巻きが厚く良好な成績を見せた。

しかし哀珠研究所は 1回だけの試験では確実なことはつかめないとし、こと

しも引き続きテストするが、業者からの問い合わせに対しても試験結果の資料
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を示すだけで、パーノレチシの良否については業者の判断にまかせるという態度

をとっている。これに対し業者側は冥珠研究所のテスト結果のような成績が出

るなら薬品代や手間賃は問題ではないとして使うところが多い。もしこのパー

ノレチ γがほんとうに効果があるということになれば、これまで‘良質実珠の生産

歩合を高めるには核入れ、員そうじなどの養殖技術と漁場条件をよくすること

の二つが考えられていたがこれに車ITしい要素が加わる事になる。

さくらの女王 真球に熱心な質問

花やかな鳥羽訪問 毎日新聞 (37年4月21日)

“さくらの女王"ブラγνス .E・パストーリさん (18)とキヤスリン・ナ

ワスさん (19)は20R午後鳥羽市の翼珠島を訪れ、一般観光客にまじって莫珠

島見学の楽しい1Rを過した。

冥珠島では間島のntf:女さんや職員たち、それに修学旅行の学生、一般観光客
にとり固まれ、女学生たちは“おれがさくらの女壬ですって、きれいね"とさ

さやき合いながらカメラの放列をしいた。

絢]木本記念館で昼食を済ませ、仲よく海女展望台に立ち 6人の海女が水底の

貝を拾う水く Yり作業を見ながら“水のなかはまだとても冷たいでしょうね"

と女性らしい同情ぶり、島内の核入れ作業場では“核を入れるのは貝がどのく

らいの大きさになったときにするのか"“核を入れてから何年水のなかに入れ

ておくのか"と案内役の横浜常務に失次ばやの質問を浴びせた。

とくに希望して実践島周辺の島めぐりをしたあと、御木本本社工場でネック

レスの珠を並べる真珠の連組作業を見るなど行くさきざきで花やかな話題をま

いた。

一時失業の対策に悩む伊勢職安

真珠従業員の保険加入 伊勢新聞 (37年5月8日)

農林水産関係に対L、失業保険の任意加入が本年度から認められたが、 1年

に4カ月間も休業する実珠業では休業期間中、ほとんどの従業員が失業するこ

とになる。ところが、 1事業所の失業者数は全体の50%以下でなければならな

いと保険法に定められているため、伊勢職安所でけ、これをどう取り扱うかで頭

を痛めている。

同職安所管内の失業保険加入事務所数は 750で被保険者数は22，7∞人にのぼ

てついるが、こんどの漁業水産関係のうち対象となる翼珠業は 800~900事業

所、 15，000人で漁業関係を加えると現在の約2培に近くなる。

-71一



ところが、翼珠業は毎年12、l、2、3月は休業状態にはいり、 15，000人のほ

とんどが1時失業する。このため、本年度から認可された失業保険に冥珠業が

全部加入すると10，000人を越える失業者が出来る。一方間保険法によると失業

者は従業員の50%以下でなければ保険の加入は認められないことになってお

り、加入が認められたものの実質的には認められていないのと同じことにな

る。

この伊IH玄関所管内の漁業のうち大敷、あぐりなどでも一定期間の休業があり、

この対策に頭を痛めているもの。

すでに今月から志摩郡志摩町和具を皮切りに加入説明会を開き、申し込みを

受け付けているが、労働省等当局としては“たくさんはいってもらうと支払い

がかさみ赤字になって因る"といった意向だといわれ、今後の成り行きが注目

されている。

真珠養殖の科学的研究実る 11密殖はよくな~，"

南勢町の青年グループ理論を実地で証明

中部日本新聞 (37年5月10日)

科学的な翼珠養殖を自分たちの手でやろう…………と過去5年間、地味な研

究を続けている青年グループがある。三重県度会郡南勢町下津浦の大谷俊裕君

(24)ら20才後前の35人で、さる32年、 12人の有志たちがまずこの問題と取り組

んだ。はじめはお互いに費用を出し合って器具を買い、水温の測定や海水調査

などを手がけたが、 34年から神原漁協青年部を組織して研究に本腰を入れ、や

っと昨年末、県の職業教育センターに指定され、県と町から各20万円の補助金

を受けることになった。現在では採水器、ホーレノレ水色計、水素イオシ比色

計、海水循環装置、顕微鏡などの機械を入手し真珠いかだ6台も繋えた。この

グループが研究の第ーにとりあげたのは莫珠貝の養殖法で、これまで1台のい

かだに 1万個、さらに 2万個以との稚民を吊下げて養殖し「密殖Jの傾向が強
かったが、果たして密殖が有手肋ミどうかを科学的に調べた。

まずこの 1年間、 3台のいかだに 5千づり、 1万づり、 1万5千づりの3種の養

殖法を試みたところ 5千づりの場合では 1個37.5グラム以上の良質貝が非常に

多く、 1万5千づりに比べて程貝は単イ立当たり生産費が約4分の l、いかだ1台

あたりの収益も約31きとの結論がでた。これは業界でも理論的にいわれていた

もので、笑地で訟明したのは初めてだと県水試や全翼連で、この研究を高く評価

している。去る 8日、関係者を招いて開かれた研究発表会でも阪本三重県・教育

課長らはその点をとくに強調した。
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青年グループではこのほか衰弱貝、卵貝、班点貝、黄貝への核入れなどを研

究中で、実珠員養殖についても新たに 13千づりの場合はどうか」など新しい
問題に取り組んでいる。

真珠加工に画期的な成果 電気や真空を利用

漂白染色ぐんとよくなる 中部日本新聞 (37年5月初日)

兵庫県立工業奨励館の竹内陸啓侶学部長は、真珠の加工に電気的な，方法や真

空を応用、真珠質の漂白や染色を短時間で完全に近いものにすることに成功し

た。これは哀珠加工技術を革新し、良質な民珠を増産することができると期待

されている。

研究の 1つは金属のメツキ処理に使う電阪を応用する加工法、翼珠を入れた

漂白液のタシクにプラス、マイナスの電極を立て電気を通ずると電流と漂白液

の作用で異珠のハダが漂白できる。もう 1つの方法では真空装置の中に翼珠を

置き、圧力をかけて漂白荷を莫珠層に浸透させる。この 2つの方法は逆に染色

の場合にも応用でき、操作が簡単なうえ短時間で薬品処理を終わるため翼珠層

を荒らさず、光沢もそこなわない。又変色などの事後変化も起こらないとい

う。

養殖場では浜揚げされた真珠l士、いきなり装飾品となるものではなく、まず

4割はクス'玉として捨てられる。あと 6割もほとんどの玉が加工しなければ商

品にならない。普通ピジク系統の色合いや、つややかな光沢を持つ上質の玉は

わずか数パーセントで、大方は金、黄、緑、青色、その混合色、ドロ玉、又色の

度合いが濃いもの、薄いものなどさまざま、これを加工し、天然の美しさをひ

き出すのが業者の仕事になっている。

しかしいままでの技術では軽いνミ玉や淡育、淡緑、淡黄色の原玉に限られ

ている。これは比較的漂ιlしやすいためで、金色玉や黄色玉はむずかしい。業
界では真珠の漂白や脱色にオキνドーノレや界面活性済を使っており着色加工に

は主染料として塩基性染料や油性染料を用いていた。オキνドーノレは真珠がハ

ダ荒れし、光沢を失う不安があり長時間の処理でせっかくの上賀玉を台なしに

することもしばしば。塩基性の染料は日光などに対する耐光性が悪く、油染で

も油自体の酸化現象で2、3年内に変色する可能性があった。

竹内部畏の研究は、従来の加工技術を化学的に解明、哀珠質の漂白、染色に

数倍の効力をもたらし、工程も数段短縮したわけで、真珠業界にこのうえない

朗報となろう。
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。国立莫珠研究所研究課長、理学博士沢田保夫氏の話

画期的な研究といえる。研究過程がくわしくわからないためはっきりしたこ

とはいえないが、 Vミ玉や淡色玉の処理には効果があがっているようで、今

後は金色玉や黄色玉の研究に期待がもたれる。

。日本真珠愉出組合理事長 横田稔氏の話

業界にとっては大きな福音です。できればくわしく研究成果を公表していた

だきたい。

真珠饗殖期jの決定版グ感光色素

感光色素の生物への利用は我閣で始めて考へられ、今

次大戦中障軍、各大学の研究障を動員して行われ、非常

な成果をあげ、引きつづき文部省、厚生省等より研究班

の結成を得て各大学で研究されています。

感光色素プラトニン、ネオキシンは冥珠細胞を賦活、

活性化し細胞の能力を根めて高L、レベノレまで発揮させま

す(真珠研究会会報第38号報文参照〉

御試用、御研究の程願上ます。

文献;雑誌感光色素(京都大学医学部・病理

学教室発行〉日本感光色素研究所報告

感光色素合成元

日本感光色素研究所
( 岡山市下石井 198Te12-7641 ¥ 
連絡所三重県伊勢市辻田了久留190-5山下信一郎/

一一一一・時。.
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一一佐藤養殖場の巻←ー

:i-rt姐場めぐりを始めてから一年、その間紹介した会社は数社を数えますが、

今回は、三重県的矢湾の佐際交殖場を紹介する事に放しました。本文に先立ち

お世話になった佐藤忠男氏に厚く御礼申上げます。

的矢養殖場施設の全米

(1 )沿 革

有限会社佐藤義殖場('I、岡本土の取締役佐藤忠男氏が、大正9年本社を東京に

置き、養殖場を的矢に置く 、的矢湾n珠株式会社の設立と同時に東京より 、常

務取締役として就任された時に創まると云える。当初('I、資本金10万、従業員

15名で発足し、年度30万個を目標に、主として透翼手式持核法により半門真珠を

生産した。しかしようやく発展期を迎えようとした矢先、t{珠市喝の値下り瓦
び関東大震災等の為、会社は打撃を交:け、佐藤氏の努力の甲斐もなく 、昭和3

年解散の止むなきに至った。

会社の解散に先立ち、佐藤氏は昭和2年たまたまJZ珠養殖筏に付着したカキ

の生長の良好なのに闘をつけ 、 同 3年会社の解散後、 垂下式必鋼業~始めた。

翌年筏を50台に消し、木;格的に増産体制をしき販売面では、東京、大阪の市

場に出荷をはじめ、的矢カキの名を高めた。昭和5年、的矢湾佼鱗研究所を設

立、 ~鱗業の傍ら 、 的矢湾の海洋学的調査及びカキJìff殖の研究に着手した。そ
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の後、養踊業は発展期を迎え、 昭和10年にはカ キ筏350台従業員200名を擁し、

年5万貫を生産した。昭和13年カキ市場の暴落となり 、販売面の行詰まりから、

筏を200台に縮少、一方販売方法も市場出荷と併せて、 ホテノレ等の直接販売方

式を採り 、安定販売先を確保した。戦時中は、カキの価;絡統制の必要から三重

県養概組合(組合員100名)を結成その要織にあり 、組合事業につく した。

的矢漁均の全景

戦後、 組合の解散後、佐藤忠揚氏を経営陣に迎え従業員20名程度で養蝦業の

傍ら、的矢湾の継続的な調査を行っていたが、昭和24年佐藤忠揚氏は、賓.珠養

殖業が隆盛とみるや今迄のカキ養殖の経験を活し、的矢湾の優秀性から見て真

珠養殖業に踏切った。当初は、色の試験からはじめ、黒貝10，000個を購入、翌

25年1月はじめて、 5-6ミリの珠の生産を見たが、程んどの珠がピ ックで あ

り、非常に相場が高く 、1匁当り10，000円の高値で販売する事が出来た。

昭和25年、前年の経験から間養殖場は真珠の有利性に自信を得(従業員20名、

作業員数5万で)真珠袋殖業の拡充を積極的にはじめた。天然の好漁場と従来

のカキ養殖の経験を活し、 7、8ミリを主力とする生産方法を採用、折からの大

珠需要の波にのり 、急速に発展して行った。昭和31年従来の個人企業から脱皮

し、社名を有限会社佐藤養殖場と改め、資本金300万とし、社長に佐藤忠揚

氏が就任した。昭和34年加工部門!とも進出し、東京l乙資本金150万の有限会
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ネ土佐藤を設立、加工部門の年間売上は1.000万円に透している。 同じく34年に

は県外漁場の開拓にものり出し、岡山県笠岡市白石島に笠岡真珠有限会社資本

金200万を設置、 5万坪の漁場を設定、同35年島根県隠岐島西郷湾に周年漁場

5万坪を設置、現在では的矢、 笠岡、隠岐の各漁場を独立採算制とし、三漁場

合せて漁場面積30万坪、筏台数580台、作業貝数60万、従業員100名となって

いる。一方養鋼業も真珠と併行して行い、昭和28年紫外線殺菌法による無菌ガ

キの出荷をはじめ的矢無菌ガキの名声は高い。現在年1，000万円を究'上げてい

る。

社歴

大正 9年: 佐

藤忠勇氏的矢

湾真珠株式会

社常務取締役

に就任 。

本社東京

支社三重県

的矢

資本金 10万

昭和 3年 : 聞

社解散

昭和 3年 : 垂下式養掛業に着業

的矢漁均の基地筏

。5年 :的矢湾養燐l研呪所を設立(研究会々報第4巻3号、通巻22号に記載)
。24年 : 真珠養殖業に着業
。31年 :有限会社佐藤養殖場発足
本社的矢

資本金 300万

。34年:有限会社佐藤を設立加工部門の拡充
本社東京

資本金 150万

。// 笠岡真珠有限会社を設立

本 社 岡山県笠岡市

資本金 200万

。35年 : 島根県隠岐島西郷湾に養殖場を設置、現在に至る
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(ニ〉現 況

佐藤後殖場の漁場面柏は的矢、笠岡、隠岐の三漁場を合せて約30万坪、筏台

数580台に及ぶ。漁場別には的矢180台、笠岡200台、隠岐200台の割合できコ

るが、主力漁場はあくまで的矢漁場であり、ここは基地漁場兼仕上漁場として

使用されている。

近年の密殖に

よる漁場の老化

現象から逃れる

事は出来ないが

現在でも他の二

漁坊よりは優秀

である。的矢で

の作業は4月下

句-7月上句ま

で行われ、主と

して7、8ミリ主

力の作業が行わ

れる。水温の変

化は10
0C-300Cで夏場に向くならないのが特徴でもある。

的矢漁場の核入作業

カキ浄化装慌

円。
門
，

a

生産される珠

は主としてピ γ

ク系であるが、

多少グリ ーγを

おびる傾向があ

る。

的矢の避寒漁

場としては三重

県古和浦漁場、

二木島漁場が利

用されている。

笠岡漁場も基

地漁場兼仕上漁

場であり 、主と



して7、8ミリの珠が生産され、その避寒漁場としては和歌山県回辺湾の漁場が

利用されている。

昭和35年に設置された島根県

隠岐島西郷湾の漁場は、対馬暖

流の影響をうける為、周年漁場

として利用出来る特徴を有し、
カ

ここでは主として 6，7 ~リの珠
キ

が生産されている。佐藤養殖場

の特徴として上げられるのは、
の

その経営の多角化と販売力の強 採

カさにあると云える。的矢漁場 集

に於いては養蝦業と真珠養殖業 状

を併用して行い、夏場は衷.珠、 況

冬場はカキと非常に合理的経営

を行い、又その研究陣は非常に

豊かでまbり、たえず業界l仁一歩

先んじていると云える。現在研

究所の活動も佐藤忠勇所畏のも

と に積極的であり、密殖の問題、寄生虫ポリキータの問題、 Ñ\~'菌海水による ア

佐藤忠男氏夫妻 (37.5.30.於首相官邸 藍綬褒家受賞記念)
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養と話題は豊富

である。特惚氏

の35年余に亘る

調査結果 “的矢

湾の海洋学的研

究"は類例を見

ない貴重な論文

である。 37年5

月間氏が冥珠業

界ではじめての

“藍綬褒章"に

輝いたのは、こ

の多年のカキ、

真珠、について



の功績を認められたからに他ならない。

(三〉会社の機構 (佐藤養殖場)

本 社 三重県志摩郡磯部町的矢888番地

伊勢出張所 伊勢市辻久留町200番地

資本金 300万

筏台数 380台

従業員 6 0名

養殖場 三重県志摩郡磯部町的欠 仕上漁場、基地漁場

三重県南島町古和浦 避寒漁場

三重県熊野市二木島 避寒漁場

重 f交

島根県隠岐郡西郷

代表取締役社長

取締役

// 

仕上漁場、基地漁場

佐藤忠揚

佐藤忠男

竹中喜久三

也

也

夫

喜

健

碩

英

多

岡

山阿

谷

乾

乾
役

グ

グ

グ

査

監
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(雑) (報)

真珠養殖業事務について

税理士 f努 原 良 作

冥珠養殖設備の閲定資産i耐周年数が改正せられ取扱いに疑問を生じたので、

去る日税理士会の席上で質問をiJ1しました処、下記の様に伊勢税務署より回答

を得ました。今後法人個人共決算及び確定申告届に当って直接関係があるもの

と存じますから御参考までにお知らぜ致します。

質問 回定資産のifii1同年数中876真珠養殖設備、竹製わくを使用するもの 3年

その他のわくを使用するもの5年と改正せられたが、両者吊下する設備は危

険度の関係にて市下の数?と於て制限こそすれ全く同一種類のものを市下して

居る。又そのものは作業上常に相互異動していて、区分不可能の実態である

のに間同年数をl2Z分せられた今後如何処理するや。

筈 翼珠養殖設備のうち竹製わくを使用するものとその他のわくを使用する

ものとに区分するのであるから、当初において資産を区分しておけば、仮に

その後相互に市下げの詰等が異動しても問題がない。

質問竹筏の竹及び吊下のクレモナ、ナイロ γ製ネット類は、価額300円以下

であって、事実上一ヶ年の使用に耐えない消粍資材として処理して支障ない

七、。

筈 冥珠養殖設備であるから資産に計上すべきである。

質問 実珠養嫡i][接費の稚介、母介、作業介に原価構成費を配分する場合公平

であり、且つ事実価額にふさわしく現われる一定の方法を御説示願いたい。

答 製造直接費等ではっきりと原価に計算される問題がないが、直接費、間

接費等で共通費の;場合誌数等から計算される(個数、貫数等の)累計の配分

の基礎とするのが計算の統一性と明確、簡易さから考えて適しているように

思われる。又たな卸し資産の評価方法は、総平均法が最も適している。

門口



編集後記

。全翼連指導部門の烹珠技術研究会となっ

てからの第一巻第一号-を皆さまの所にお

送り致します。

。内容的には従来の真珠研究会報と変りませんので冥珠研究会

報の引続きと考えて通巻40号と致しました。

。今年度より 2ヶ月に一回、年6回の発刊を予定しております

ので次号('i7月末に皆さまの所にお送り致します。

。今回真珠に関する資料をまとめて集録致しました

。今后とも会報についての御意見がありましたら全翼連指導部

宛お寄せ下さるようお願い申上け、ます。

昭和37年6月15日発行

第l巻第l号会報
(通巻第40号)

三重県伊勢市岩淵町84番地ノE

真珠会館内

発行所全国真珠養殖漁業協同組合連合会
電話f伊勢局代表)4147番

編集責任者浜 本 忠 史

三重県伊勢市岩淵町140

印刷所 神都印刷株式会社
電話(伊勢局)2230番



伊勢真珠資材開業

手本末次部蕗!お
伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢@6，512・6，62 9 

石川商工株式会社
伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢① 5，16 5 ~ 6 

..6. 
コ::s:

株式
会社

会

協}蕗事株式会社
伊勢市吹と町
電話伊勢① 2，938・4，89 6 

佐々木木工有隈会社
三重県度会郡小俣町(宮川駅前〉
電話伊勢① 4，36 9・4，44 4 

竹 村漁網有限会社
伊勢市河 l崎町
電話伊勢① 4，1 1 8 -9 

宮鰭株式
伊勢市駅前大鳥居
電話伊勢①民101-3C夜間①3

丸富

調
伊勢市外御薗村王中島
電話伊勢① 4，4 4 8 
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